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「研究双書」シリーズ

542 エジプトの開発戦略とFTA政策
山田俊一編 2005年　302p. 3360円

60年代にアラブ社会主義の盟主であったエジ
プトが，今，EUやアメリカとのFTAに邁進。
その背景を開発・貿易政策，内政，アラブ地
域協力，EU・地中海連合協定から分析。

543 アフリカ経済実証分析
平野克己編 2005年　360p. 4200円

日本におけるアフリカ経済研究のフロンティ
ア。経済学者とアフリカ学者の協同プロジェ
クトの成果で，地域研究の手法を踏まえつつ
計量実証分析に挑んだ。

544 ポスト・エドザ期のフィリピン
川中　豪編 2005年　246p. 2940円

アジアにおける民主化のさきがけであったフ
ィリピン。その民主化後の約20年はどう評価
されるだろうか。民主主義の定着と自由主義
的経済改革の相互関係を軸に読み解く。

545 ラオス　一党支配体制下の市場経済化
天川直子・山田紀彦編 2005年　264p. 3150円

「一党支配体制下の市場経済化」に挑戦する
ラオス。「2020までの最貧国からの脱出」と
いう目標は達成しうるのか。ラオスの課題と
は何か。

546
ミャンマー以降経済の変容
市場と統制のはざまで
藤田幸一編 2005年　341p. 4095円

市場経済への移行から17年，統制が色濃く残
るなかでミャンマー経済はどう変わったの
か。経済構造の実態と変容をマクロ・ミクロ
の両側面からえぐり出す，本格的実証研究。

549
中国・ASEAN経済関係の新展開
相互投資とFTAの時代へ
大西康雄編 2006年　360p. 4200円

FTAの空白区とされてきた東アジアだが，
中国とASEAN間の貿易・投資関係の深化を
軸にFTA締結に向かっている。その現状を
域内各国の視点から紹介，分析する。

550
人間の安全保障の射程
アフリカにおける課題
望月克哉編 2006年　287p. 3465円

人間の安全保障の考え方にはいかなる可能性
と限界があるのか。アフリカの事例を念頭に
隣接概念との接点や乖離点，当面する諸課題
について考察する。

551
東アジアの挑戦
経済統合・構造改革・制度構築
平塚大祐編 2006年　469p. 5250円

東アジアで「実質的統合」が進行しているこ
とを実証する。今後，FTAにより経済統合
が進んだ場合，東アジア大の制度構築ができ
るかどうかも検討する。

552
移行期ベトナムの産業変容
地場企業主導による発展の諸相
藤田麻衣編 2006年　260p. 3150円

ドイモイ開始から20年を経て，多様な産業が
勃興しつつあるベトナム。産業・産地の事例
研究を通じて，地場企業に牽引された産業発
展の過程と課題に迫る。

540 国際経済参入期のベトナム
石田暁恵・五島文雄編 2004年　472p. 5250円

WTO加盟をめざして国際経済への参入を深
化させつつあるベトナム。市場経済化，行政
改革，国際開発協力の現段階と立ち向かうべ
き課題を論じた地域研究報告。

541
アジアにおける環境政策と社会変動
産業化・民主化・グローバル化
寺尾忠能・大塚健司編 2005年　388p. 4410円

アジアの環境政策と社会変動について，直接
規制と経済的手段，情報公開と参加，環境紛
争，技術開発，国際協力，国際協調等具体的
な政策過程の事例研究を踏まえて検討する。

（表示した価格は税込み価格です）

547
現代中国の政治変容
構造的変化とアクターの多様化
佐々木智弘編 2005年　270p. 3150円

社会の多元化，体制の安定化という構造的変
化が起きている中国。その政治過程における
アクターの多様化を，政治，経済，外交の事
例研究を通じ明らかにした。

548
新興工業国の社会福祉
最低生活保障と家族福祉
宇佐見耕一編 2005年　421p. 4830円

新興工業諸国等における社会福祉制度はどの
ような特色を有し，いかなる背景で形成され
ていったのか。特に対象を最低生活保障と家
族の社会福祉に絞り分析を加える。
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